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3年 プロダク トデザイン演習 I 
「あったらいいな! をデザインする」
















3年 メタルクラフ ト演習 4年 プロダクトデザイン演習H
「真鍛板切り出し・打ち出しの (旧カリキュラム)
アクセサリ ーJ32点 「お弁当箱J4点
写U5 左から 2年 PD基礎・段ボールの椅子
4年木工N:桁子 2 年木工 H ・ jf~ り物
'f;:以 7 3年PD I: Iあったらいいな!J 
3 {Io P Dゼミ:ユニバーサルデザイン
写真9 2年木工 I ハンガー
3年木工 1 フォトフレ ムー
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写真 6 2年 PD基健:石鹸 3年 PD 1: 1寺言|
3年PDゼミ:パス・ トイレ
写以 8 3 "jo P 0ゼミ:ゴミ箱
写J:[IO 3 "jo木工田 !照明器具
;l:J;立女子大学家政学部紀~ 第57号 (201) 








く、展示作品に対 して様々な意見が寄せられた。アンケート より 来場者を分析 した。(グラフ

























































共立女子大学家政学部紀要 第 57号 (2011) 
コンセプト/提案が弱い、すでにある、実際に買わない
耐久性無い、コスト面が考えられていない、実際に使えない ト2




























































. IP. M. BOX (昼夜2食用)Jは帰りが起
表l
い私の為のお弁当幹iのようで嬉しい
































プレゼ、ンテー ションが上手だ、ともっと良くなると，思う 1 
ボードは要素を簡潔にまとめると、見てほしい部分だけ見えて来る 1 
-77-




















































5 -2 f1'I'n'l ;Wfiliについて
プロダクトデザインでは、実物を制作する場
合と実物ではなくて模型で表現する場合とある。
木工演習、メタルクラフト演習での実物製作
や照明器具のような実物を作ることが可能なも
のは理解されやすく、完成度も高く、その評官lIi
は高くなる。一方、模別によるデザイン表現に
関しては、実物が持つであろう表面仕上げや素
材感、機能のIlf現が難しく、評価は模型の良し
悪しに影響を受けやすい。デザインとは、実際
には「まだないものの提案jである。そこでは
いかにデザインコンセプトを伝えるかが重要で、
あり、伝える技術が重要になる。
模型以外のデザイン表現技術として、 l>glfli、
レンダリングスケッチ、プレゼンテーションボ
ード、ポートフォリオ等がある。造形能力や模
型制作能力に加lえ、デザインを説明する力が要
求される。
メタルクラフト作品、木工作品、!!百IVJ (，rf具の
実物製作に米場者は高い関心を示した一方、デ
ザイン演習としては「お弁当箱」のように分か
りやすいテーマや「あったらいいなJ1ユニバ
ーサル・デザイン」のように生活へのもr奈や社
会への1日いかけをするテーマへの関心が高く、
「六本木AXISの『久:tl:の観点・感性をとおしたプロダクト N~ê見』民示会報告」
「時計JI石鹸」のデザイン演習では造形に閑し 3、人間へのl暖かい視点
て意見が寄せられた。人に訴えるテーマも重要
である。
5 -3 分析のまとめ
今|りlの作品展示は、一般の人たちと共に多く
のプロデザイナーの評価や立見が得られた。一
般の人たちの評価や意見は生活に密着した使う
側からのものであり、プロのデザイナーのはデ
ザイナー自身が感じているデザイナー像や使命
を反映していると考えられる。
まとめてみると、以下の力を身に付けたデザ
イナーを社会が求めていると言えよう。
I、造形力(作り方、材料の理解を含む)
本学家政学部にあるプロダクトデザイン分野
には他の美大や工学系のデザイン校とは違う切
り口がある。本学プロダクトデザイン分野が持
つ特色の一つは、「都心にありながらデザイン
で実物を製作する」という伝統と共に「家政学
部にあることにより培われるであろう人間への
暖かい視点と生活の理解jである。それらは今
後とも充実しつつ、さらにプレゼンテーション
力を強化するも重要となろう。
今岡の学外展示で、このような本学のプロダ
クトデザイン分野の特色を多くの来場者に提示
でき、今後の教育の方向性を維認で、きたことが、
2、社会性を持つデザイン(環境配慮、経済性、 大きな成果であった。
よりよい生活提案など)
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